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1-ma lilb～lV Negative Positive
???? ? ??㌧ ????? 6(40%) 9(600/.) 13(86_7%) 2(13.30/.)
10(34.5%) 19(65.5%) 23(79.3%) 6(20.7%)
8(44.4%) 10(55.60/.) 14(77.80/.) 4(22.2%)
24(38.7%) 38(61.3%) 50(80.6%) 10(19.4%)
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が再発し, 9例 (15%)にstage-upを認め, 2例 (4%)







Gl>sG3 p`0･00' 関係は認められなかった｡Stage-up症例 10例のうち9







































<30% 30%≦ <50% 50%≦<70% ≧70%
I-11a 4(16.6%) 5(20.8%) 6(25%) 9(37.5%)〔1〕
lHb～IV 2(5.3%) 5(13.2%)〔3〕 20(526%)〔5〕 ll(28.9%)〔1〕






1-日Ia 21(87.5%)〔1〕 3(12.5%) 24〔1〕
lIlb～lV 29(76_30/.)(8] 9(23.70/.)lH 38lg)








<30% 30%≦ <50% 50%≦ <70% ≧70%
(-) 5(10%) 9(18%)〔2〕 23(46%)〔5〕 13(26%)〔2〕 50
(†) 1(8.3%) 1(8.30/.)〔l〕 3(360/.) 7(58.30,6) 12





















液型 ABH isoantigenを分析 し,その際駅腫癌における












今L日日ま,那須 ら5)が提唱 した染色バ ターンの 5型分類








の細胞核 とは反応せず, リンパ節,牌,胸腺等の リンパ
球核 と反応する自己抗体 として報告された｡ また,増殖































死は 1例 も認めず,予後良好因子 となり得ることが示唆
された｡BGA とPCNA を組み合わせて検討す ると,
BGA陽性 (typeI～Ila)で PCNAのLIが 70%未満
の症別,また,BCA陰性 (typelIb. Ilr)であっても
PCNAの Llが 30%未満の 17症例では,stageup症例
は 1例 も認めていない｡一方,BGA陽性 (type I-l∫l
a)であってもPCNAの LIが 70%以上の症例,また,



































2.経過申stageul)を来 した症例 の 90%が初発時
BGA陰性例であり,また,癌死例 3例はすべて BGA陰





















2) 公文裕巳･他 :餅肌腰掛 こおけるMalignantpotentlal
の指標としてのABH isoantigen.その2.長期 foHow
upの成績と検出法.∩泌尿会誌.75:731-738,1984.












































































(1993年 12月 15H受理 特別掲戯)
